第２０章　文化
宗教法人の概況
　宗教法人とは、神道系、仏教系、キリスト教系、諸教等の神社、寺院、教会、その他の教団等で宗教法人法によって設立された法人をいうが、大阪府下の宗教法人総数は、昭和59年３月31日現在6217法人で総数において前年より５法人増加した。
　内訳は神道系は変らず1082法人（総法人数の17.4パーセント）、仏教系は、１法人減の3381法人（総法人数の54.4パーセント）、キリスト教系は４法人増の238法人（総法人数の3.8パーセント）、諸教は２法人増の1516法人（総法人数の24.4パーセント）となっている
　地域別にみるとおもな地域は、大阪市2393法人（総法人数の38.5パーセント）、堺市464法人（総法人数の7.5パーセント）東大阪市442法人（総法人数の7.1パーセント）と、３市で総法人数の53.1パーセントとなっている。
興行場・娯楽施設の概況
　興行場法に基づく許可施設数（昭和59年３月末現在）は271場（前年より４場減）で娯楽施設利用税の課税対象となった施設数（昭和59年３月末現在）は5597場（同25場減）となり、合計5868場（同29場減）であった。
　これを市町村別にみると大阪市が3402場で全体の58パーセントを占め、ついで堺市356場、東大阪市311場の順になっている。　
　また、種類別にみると麻雀場が3641場で、次いで打球場（パチンコ・スマートボール）877場、映画館183場、ゴルフ練習場165場、撞球場154場となっているが、前年に比べると打球場の126場増を除いて全般的にほぼ横ばいとなっている。
図書館の概況　　　　　　　　　　　　　　　　　
　ここに述べる図書館とは、図書館法に基づき設立された公共図書館のうち、公立図書館をいい、私立図書館、学校図書館は含まれていない。
　府下の図書館数（分館を含むが、分室２ヶ所は含まない）は、昭和59年３月31日現在62館で前年より５館増である。設置者別にみると、府立２館、大阪市立18館、その他の市立40館、町立２館となっている。
　これらの図書館に所蔵されている図書冊数は、昭和58年度末現在636万冊で、この１年間に55万冊増加した。
　つぎに貸出状況をみると、58年度中に個人並びに団体等に貸出された図書は、1961 万冊にも及び、前年度の貸出冊数より176万冊増加している。このうち個人に貸出された冊数は1549 万冊、団体等に貸出された冊数は412万冊であった。
